
4
.9
%

3
5
.0
%

5
.7
%

7
.3
%

3
.3
%

2
6
.8
%1
7
.1
%

0
.0
%

自
営
業
・
家
族
従
業
者

被
雇
用
・
勤
め
人

学
生
・
生
徒
等

主
婦

失
業
者

年
金
・
雇
用
保
険
等
生
活
者

そ
の
他
の
無
職
者

不
詳

2
0
歳
未
満

4
.1
%

2
0
歳
代

1
2
.2
%

3
0
歳
代

1
6
.3
%

4
0
歳
代

2
6
.0
%

5
0
歳
代

9
.8
%

6
0
歳
代

1
3
.0
%

7
0
歳
代

1
0
.6
%

8
0
歳
以
上

8
.1
%

1
1
.9

2
2
.5

1
4
.2

1
9
.5

1
5
.4

1
6
.7

1
8
.6

1
9
.8

0
.0

5
.0

1
0
.0

1
5
.0

2
0
.0

2
5
.0

2
0
1
2
年

2
0
1
3
年

2
0
1
4
年

2
0
1
5
年

2
0
1
6
年

2
0
1
2
年
-

2
0
1
6
年

平
均

（
人
口
1
0
万
対
）

刈
谷
市

愛
知
県

全
国

                                        

 

刈
谷

市
自

殺
対

策
計

画
 

【
概

要
版

】
 

2
0
1
9

年
 

３
月

 

発
行

：
刈

谷
市

 
 

編
集

：
福

祉
健

康
部

 
健

康
推

進
課

 

〒
4
4
8
-
0
8
5
8
 

刈
谷

市
若

松
町

３
丁

目
８

番
地

２
 

T
E
L
：
（
0
5
6
6
）
2
3
-
8
8
7
7
 

 
 
F
A

X
：
（
0
5
6
6
）
2
6
-
0
5
0
5
 

１
 

計
画

の
趣

旨
 

わ
が

国
で

は
、

2
0
0
6

年
に

自
殺

対
策

基
本

法
が

施
行

さ
れ

た
こ

と
を

機
に

、
自

殺
対

策
は

大
き

く
前

進
し

て
き

ま
し

た
が

、

さ
ら

な
る

自
殺

対
策

の
強

化
に

向
け

、
2
0
1
6

年
に

自
殺

対
策

基
本

法
が

改
正

さ
れ

ま
し

た
。

そ
こ

で
、

す
べ

て
の

市
町

村
に

お
い

て
「
地

域
自

殺
対

策
計

画
」
を

策
定

す
る

こ
と

と
な

り
、

本
市

に
お

い
て

も
、

現
在

ま
で

の
取

り
組

み
を

整
理

し
、

今
後

の

自
殺

対
策

の
方

向
性

を
示

す
「
刈

谷
市

自
殺

対
策

計
画

」
を

策
定

し
ま

し
た

。
 

本
市

の
自

殺
死

亡
率

（
人

口
1
0

万
人

あ
た

り
の

自
殺

者
数

）
に

つ
い

て
み

る
と

、
2
0
1
2

年
か

ら
2
0
1
6

年
平

均
で

1
6
.7

で
あ

り
、

全
国

の
1
9
.8

、
愛

知
県

の
1
8
.6

と
比

較
す

る
と

低
く
な

っ
て

い
ま

す
。

年
代

別
に

み
る

と
、

3
0
～

4
0

歳
代

が
３

分
の

１
以

上
を

占
め

て
お

り
、

働
き

盛
り
の

世
代

の
自

殺
者

数
の

割
合

が
高

く
な

っ
て

い
ま

す
。

職
業

別
に

み
る

と
、

「
被

雇
用

・
勤

め
人

」
の

割
合

が
最

も
高

く
、

次
い

で
「
年

金
・
雇

用
保

険
等

生
活

者
」
が

高
く
な

っ
て

い
ま

す
。

 

２
 

自
殺

の
現

状
 

■
自

殺
死

亡
率

の
推

移
  

 
 

■
年

代
別

自
殺

者
数

の
割

合
 

 
 

 
■

職
業

別
自

殺
者

数
の

割
合

（
2
0
1
2

年
～

2
0
1
6

年
合

計
）
 

 

６
 

数
値

目
標

 

本
計

画
に

お
い

て
は

、
施

策
ご

と
に

目
標

を
設

定
し

、
効

果
的

な
自

殺
対

策
の

推
進

を
図

り
ま

す
。

 

 

項
目
 

指
標
 

現
状
値
 

（
2
0
1
7
年

）
 目

標
値
 

（
2
0
2
3
年

）
 

基本施策 

１
 

地
域

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

の
強
化
 

自
殺

対
策

計
画

推
進

委
員

会
（仮

称
）の

開
催

数
 

未
設

置
 

2
0
1
9

年
度

設
置

、
 

延
べ

５
回

以
上

開
催

 

２
 

自
殺
対
策

を
支
え

る

人
材
の
育

成
 

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
養

成
者

数
 

延
べ

3
9
5

人
 

延
べ

9
0
0

人
 

３
 

市
民
へ

の
啓

発
と

周
知

 
市

民
意

識
調

査
の

「
気

軽
に

相
談

で
き

る
人

や
場

所
が

あ
る

」
人

の
割

合
 

6
6
.5

％
 

（
2
0
1
6

年
）
 7

3
％

 
４
 

生
き

る
こ

と
の

促
進

要
因
へ
の

支
援
 

市
民

意
識

調
査

の
「
日

頃
か

ら
健

康
づ

く
り

活
動

を
実

践
し

て
い

る
」
市

民
の

割
合

 

7
0
.4

％
 

（
2
0
1
6

年
）
 

8
0
％

 

市
民

意
識

調
査

の
「
子

ど
も

を
生

み
・
育

て

や
す

い
と

思
う
」
市

民
の

割
合

 

7
9
.1

％
 

（
2
0
1
6

年
）
 

8
0
％

 

５
 

児
童
生
徒

へ
の
教

育
 

児
童

・
生

徒
か

ら
の

相
談

に
よ

り
、

い
じ

め
を

認
知

し
た

割
合

 
2
4
.6

％
 

5
0
％

 

学
校

が
楽

し
い

と
思

う
子

ど
も

の
割

合
 
 

8
9
.0

％
 

(2
0
1
6

年
) 

9
1
％

 

重点施策 

１
 

働
く
世
代

へ
の
支

援
 

事
業

所
向

け
出

張
型

こ
こ

ろ
の

健
康

講
座

の
実

施
事

業
所

数
 

未
実

施
 

延
べ

2
5

回
 

か
り
や

健
康

づ
く
り
チ

ャ
レ

ン
ジ

宣
言

事
業

所

認
定

数
 

未
実

施
 

3
0

件
／

年
 

２
 

高
齢
者
へ

の
支
援
 

地
域

サ
ロ

ン
活

動
等

補
助

事
業

登
録

団
体

数
 

1
6

団
体

 
3
0

団
体

 

３
 

生
活
困

窮
者

へ
の

支
援

 
就

労
支

援
者

数
※
 

5
6

件
／

年
 

7
0

件
／

年
 

就
労

者
数

※
 

3
7

件
／

年
 

5
0

件
／

年
 

 
 

 
※

 
生

活
困

窮
、

生
活

保
護

相
談

窓
口

で
の

実
数

を
示

す
 

 

刈
谷
市
自
殺
対
策
計
画
推
進
委
員
会
（
仮
称
）
の
開
催

 

行
政

と
学

識
経

験
者

、
関

係
団

体
等

で
構

成

す
る

「
刈

谷
市

自
殺

対
策

計
画

推
進

委
員

会

（
仮

称
）
」
を

開
催

し
、

関
係

団
体

等
と

連
携

・
協

働
し

、
総

合
的

に
自

殺
対

策
を

推
進

し
ま

す
。

 

７
 

推
進

体
制

 

３
 
基
本
理
念

 

４
 

基
本

目
標

 

自
殺

は
、

そ
の

多
く
が

追
い

込
ま

れ
た

末
の

死
で

あ
り
、

誰
に

で
も

起
こ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

市
民

が
さ

ま
ざ

ま
な

困
難

に
直

面
し

た
場

合
に

、
一

人
で

抱
え

込
む

の
で

は
な

く
、

み
ん

な
で

支
え

合
い

、
誰

も
自

殺
に

追
い

込
ま

れ
る

こ
と

の
な

い
地

域
社

会
の

実
現

を
目

指
し

ま
す

。
 

 
み

ん
な

の
「
生

き
る

」
を

支
え

、
あ

し
た

へ
つ

な
ぐ

ま
ち

 
“
か

り
や

”
 

 
２

０
２

３
年

ま
で

に
自

殺
死

亡
率

を
1
4
.4

以
下

ま
で

減
少

さ
せ

る
 

年
度

 
2
0
1
8
 

2
0
1
9
 

2
0
2
0
 

2
0
2
1
 

2
0
2
2
 

2
0
2
3
 

2
0
2
4
～

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
策

定
 

刈
谷

市
自

殺
対

策
計

画
刈

谷
市

自
殺

対
策

計
画

刈
谷

市
自

殺
対

策
計

画
刈

谷
市

自
殺

対
策

計
画

    
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

見
直

し
 
 

次
期

計
画

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

自
殺

死
亡

率
 

 
1
4
.4

以
下

 

（
2
0
1
9

年
～

2
0
2
3

年
の

平
均

値
）
 

計
画
期
間
 
2
0
1
9
年
度
～
2
0
2
3
年
度
 

計
画

の
周

知
 

計
画

の
内

容
を

広
く
市

民
に

理
解

し
て

も
ら

う

た
め

に
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

掲
載

や
概

要
版

の
配

布
を

通
し

て
、

計
画

の
周

知
を

行
い

ま
す

。
 

（
2
0
1
2

年
～

2
0
1
6

年
合

計
）
 資

料
：
地

域
に

お
け

る
自

殺
の

基
礎

資
料

（
厚

生
労

働
省

）
 

自
殺

死
亡

率
 

 
1
6
.7

 

（
2
0
1
2

年
～

2
0
1
6

年
の

平
均

値
）
 

概 概概概
    
要 要要要
    
版 版版版
    

１
 

４
 



                                        
  

５
 

計
画

の
方

針
と

構
成

 

本
市

の
現

状
・
課

題
を

受
け

、
基

本
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
施

策
を

設
定

し
、

取
り
組

み
を

推
進

し
ま

す
。

 

基
 

本
 

施
 

策
    地域におけるネットワークの強化 自

殺
対

策
に

特
化

し
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

だ
け

で
は

な
く
、

他
の

事

業
を

通
じ

て
地

域
に

展
開

さ
れ

て
い

る
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

と
自

殺
対

策
と

の
連

携
の

強
化

に
取

り
組

み
ま

す
。
 

（
１

）
全

市
的

な
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
強

化
 

（
２

）
特

定
の

問
題

に
関

す
る

連
携

・
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
強

化
 

１
    自殺対策を支える人材の育成 保

健
、

医
療

、
福

祉
、

教
育

、
労

働
等

の
関

係
者

を
は

じ
め

、

幅
広

い
分

野
・
対

象
へ

の
ゲ

ー
ト
キ

ー
パ

ー
※
の

養
成

や
各

種

研
修

等
を

行
い

、
多

く
の

市
民

が
適

切
な

行
動

を
と

る
こ

と
が

で

き
る

よ
う

、
取

り
組

み
ま

す
。
 

（
１

）
市

職
員

・
関

係
機

関
等

を
対

象
と

す
る

研
修

の
開

催
 

（
２

）
市

民
を

対
象

と
す

る
研

修
の

開
催

 

２
 重

 
点

 
施

 
策

 

   市民への啓発と周知 自
殺

に
追

い
込

ま
れ

る
よ

う
な

危
機

に
陥

っ
た

場
合

に
は

、
誰

か
に

助
け

を
求

め
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
い

う
こ

と
が

、
社

会
全

体
の

共
通

認
識

と
な

る
よ

う
、

広
報

活
動

等
を

通
じ

た
啓

発
と

周
知

を
積

極
的

に
行

い
ま

す
。
 

（
１

）
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
・
啓

発
グ

ッ
ズ

等
の

作
成

と
活

用
 

（
２

）
各

種
支

援
情

報
の

周
知

 

（
３

）
市

民
向

け
講

演
会

・
イ

ベ
ン

ト
等

の
開

催
 

（
４

）
そ

の
他

の
啓

発
 

   生きることの促進要因への支援 自
殺

対
策

は
「
生

き
る

こ
と

の
阻

害
要

因
（
過

労
・
生

活
困

窮
・

育
児

や
介

護
疲

れ
・
孤

立
等

）
」
を

減
ら

し
、

「
生

き
る

こ
と

の
促

進
要

因
（
自

己
肯

定
感

・
信

頼
で

き
る

人
間

関
係

等
）
」
を

増
や

し
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
す

。
自

殺
対

策
に

関
連

の
深

い
さ

ま
ざ

ま
な

分
野

に
お

け
る

取
り
組

み
を

幅
広

く
推

進
し

、
自

殺
リ
ス

ク

の
低

下
を

図
り
ま

す
。

 

（
１

）
健

康
の

保
持

・
増

進
 

（
２

）
居

場
所

づ
く
り
 

（
３

）
相

談
支

援
 

（
４

）
自

殺
未

遂
者

、
遺

さ
れ

た
人

へ
の

支
援

 

（
５

）
そ

の
他

の
支

援
 

４
 

３
    児童生徒への教育 困

難
や

ス
ト
レ

ス
に

直
面

し
た

児
童

生
徒

が
助

け
の

声
を

あ
げ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

Ｓ
Ｏ

Ｓ
の

出
し

方
と

友
達

の
Ｓ

Ｏ

Ｓ
に

気
づ

く
こ

と
が

で
き

る
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

ま
た

、
相

談
し

や
す

い
環

境
づ

く
り
に

努
め

、
Ｓ

Ｏ
Ｓ

を
受

信
し

た
場

合
、
学
校

・
地

域
・
関

係
機

関
が

連
携

し
て

支
援

し
ま

す
。
 

（
１

）
Ｓ

Ｏ
Ｓ

の
出

し
方

に
関

す
る

教
育

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
２

）
悩

み
を
抱
え

た
児

童
生

徒
へ

の
支

援
 

５
 

   働く世代への支援 [現
状

・
課

題
] 

・
自

殺
者

は
「
被
雇

用
・
勤

め
人

」
や
男
性

の
3
0
～

4
0
歳
代

で

多
く
な

っ
て

い
る

 

・
企

業
と

連
携

し
た
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対

策
や

働
く
環

境
の
改

善
、

働
く
人

に
対

す
る

相
談

体
制

が
必

要
 

 

職
場

に
お

け
る
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
ケ
ア

や
ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
対

策
等

、
職

場
環

境
改
善

の
取

り
組

み
を

推
進

し
ま

す
。
 

 （
１

）
相

談
支

援
 

（
２

）
職

場
に

お
け

る
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対

策
の

推
進

 

（
３

）
職

場
の

環
境

づ
く
り
 

（
４

）
経
営

者
に

対
す

る
相

談
事

業
の
実
施

等
 

   高齢者への支援 [現
状

・
課

題
] 

・
高
齢

の
女
性

の
自

殺
が

多
い

 

・
加
齢

に
よ

る
身

体
疾
患

や
病
苦

が
自

殺
の
原

因
・
動

機
と

な

っ
て

お
り
、

健
康

づ
く
り
や

健
康

へ
の
不
安

の
解
消

、
相

談
支

援
が

必
要

 

 

高
齢

者
の

健
康
不
安

に
対

す
る

支
援

や
孤

立
・
孤
独

を

防
ぐ

居
場

所
づ

く
り
、

社
会
参
加

の
強

化
な
ど

の
支

援
を

推
進

し
ま

す
。
 

 

（
１

）
包
括

的
な

支
援

の
た

め
の

連
携

の
推

進
 

（
２

）
健

康
不
安

に
対

す
る

支
援

 

（
３

）
社

会
参
加

の
強

化
と

孤
独

・
孤

立
の
予
防

 

２
 

１
    生活困窮者への支援 [現
状

・
課

題
] 

・
自

殺
の
原

因
・
動

機
は

、
「
経
済

・
生

活
問

題
」
が

「
健

康
問

題
」
に
次

い
で

多
い

 

・
自

殺
者

の
背
景

と
し

て
、
失

業
に

よ
る

生
活
苦

か
ら

う
つ
病

を
発
症

し
自

殺
に
至

る
ケ

ー
ス

が

多
い

 

・
生

活
困

窮
者

は
社

会
的

に
孤

立
し

や
す

い
傾

向
に

あ
る

た
め

、
関

係
機

関
と

連
携

し
た

適
切

な
支

援
の
提
供

が
必

要
 

経
済

的
な

問
題

に
加
え

て
障

害
、
精
神
疾
患

、
介

護
、

労
働

、
住

居
等

の
問

題
を
複

合

的
に
抱
え

て
い

る
傾

向
に

あ
る

た
め

、
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
り
、

相
談

者
の

自
立

に

向
け

た
支

援
を

推
進

し
ま

す
。
 

（
１

）
経
済

的
困

窮
者

へ
の

支
援

 
 

 
 

 
 

 
（
２

）
自

立
支

援
に

向
け

た
連

携
の

推
進

 

３
 各

種
統

計
や

自
殺

の
状

況
等

か
ら

、
「
働

く
世

代
」
「
高

齢
者

」
「
生

活
困

窮
者

」
が

、
特

に
本

市
の

自
殺

対
策

に
お

け
る

優

先
的

な
取

り
組

み
対

象
で

あ
る

た
め

、
『
重

点
施

策
』
と

し
て

推
進

し
ま

す
。

 

自
殺

の
背

景
に

は
、

健
康

問
題

、
経

済
・
生

活
問

題
、

人
間

関
係

の
問

題
の

ほ
か

、
地

域
・
職

場
の

あ
り
方

等
、

さ
ま

ざ
ま

な
要

因
が

複
雑

に
関

係
し

て
い

る
た

め
、

以
下

の
５

つ
を

『
基

本
施

策
』
と

し
、

全
市

的
か

つ
総

合
的

に
推

進
し

ま
す

。
 

※
ゲ

ー
ト
キ

ー
パ

ー
…

自
殺

の
危

険
を

示
す

サ
イ

ン
に

気
づ

き
、

声
を

か
け

、
話

を
聴

い
て

 
、

必

要
な

支
援

に
つ

な
げ

、
見

守
る

こ
と

が
で

き
る

人

の
こ

と
で

、
言

わ
ば

「
命

の
門

番
」
と

も
位

置
づ

け

ら
れ

る
人

 

３
 

２
 


